
子どもたちは、大人の振る舞いを見て学びます。

日頃から、「急に走り出すと車とぶつかるかもしれないよ」

「道路で遊ぶと危ないよ、車や自転車が来るかもしれない

よ」と危険について繰り返し話したり、道を歩いているときに

一緒に安全確認をするなど、親の振る舞いを子どもに見せ

ることで、自然と安全行動がとれるようになっていきます。
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